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栓井倉長 本 旦1,1.1木絢理化畢研究倉創立絶脅 を.

開催致 し雲ナに就 きまして椣 井先生,藤 井先 生,.大

掌先 生 を初め と致 し案 して皆 ざん方 の御參曾 を得 ま

した.ことに洵に私井 と.しては喜 び.とす る.駈であ.ロ象.

して厚 く.御謚 を.111上げ.玄す.

唾:ぽnVtrrrか ら態 々綱 で を喚陛 姥 が4

度京祁に雨天であ・U'tllして大變其 ¢噺1‡都合軍悪`}…

'pう であ りまナが; .又r方 か.らLみ霍す:と.いふ と春甫.

り脳 三+六 峰 も.亦捨 て蜘 ・卵{麺 ・贈 ひ 紗 ・・

↑度 ゆ.るゆ己凍 都の春雨あ景色 を御覧 に.なり…・して:
　ユ

網 め田來ると.思ひ鰍 ・.罫の卞チな欝句噺 ・渥
ふ のがあ ります.

五風+雨 四温の掬芽 ぐみけ.ゴ

此 の輛 の澗ひ鰰 て獅の本ボ躯 つて共 の軽.さ.

を轡 して行 くのであ・ります・.日本殉瑾化學班究白が

皆襟方 の御後援 の卸 ζ丁度掬?芽 瑛繭 くで厨 咋 す

や うに幾 久 しく繁榮 しま.ナ弖;ζ1を 縦ふり であ.り客

して,此 の展 を建威す る露には皆樣 方あ非常 なう御

勘 に ‡るよ 断 にないめでら り.蛭 力・ら日夲轆

化學研宛曾 のr$IC十 分り御後後 を.お願 する次 第であ

.り.ます.儉 り柵 構で もない御馳走 を差 上げま して恐

焔い た しますが,此 の曾は世界の物理{匕學碗卑曾 で

あ1り.ます・ 日本 だけの會のや う.であ りますが,其 り

影 にば大 きな鍛があ る.と.云ふ ことをお酌取下.さい..ま.

して珂分 ともril:..し伽 願ひ致 しt.す・ ち よ?と 御挨

拶.創1上1デます・(拍手).

司●者 醜 は餅 無 嫡 ・斬 へ擁 ザ』てお
叱 を.禦りま したオξ,今 度 は 高 い所 へ 上 げ ませ ぬ カr:ら㌦

打 解 け た話 を何 か お願 ひ したい と慰 ひ ます.窩 い所

の話 は 何 處 に居 つ て もお 聞 き出 來 ない,況 して京 都

で お話 を仞ふ とい ふ 二 とは.籐 りない こ とだ と思 ひ 玄

す6

櫻 井 頤 問 只今 御 指 名に よ りま して立 ち ま したの

で あ 味 すが,除 幽ll廊白 い鯑 もチ跨 せ がな い の"ぐあ

.り.「零 ナ・.そrオしTi面五「顎Nお 譜瞳をす'るこ と1ま殖弔免 を蒙 リ

1鷲 て轡 纏 紳 へ劉 駐 齣 齢 ・・騨 して

少 しく茜諦.を=して見 よ.う.と息ふ.のであ937.

今度 私』う田席 ナ、る.國際膚「議i1瓜 國畢南研究{霤議 と

》・今 揃 の曾であ.殊 弘 そ搾 此の懺關がいつ如

何 に.して 田來 た も.りで あ る.かと云 ふ=と に就 て ち よ

つ とお話 致.したい.と.4!v4す.丁 度 ヨーPツ パ 大 職

オ{千h&十 四 年 に始 りま して千 九 百 十八 年 の秋 ま で

四年 以 上を 親 過 した¢)であ り.まナ.其 のogは ロン ド

ン.のv一.ヤ ルソ サ イ 呂チ ーか ら我 が 學 士院 に案 吟 爿た

.が奈 な ρで あ.り ます一 そnは 大 職 の 盤 に世 界 の學 者

が 協 力 して墨 婦 り 逎 歩 を晒.る乏い ふ 二 とが 四 ケ年 以

卑 に彦 つ て,,,耙3.'Lた,;炬 は季 問 の 遡歩 り鑑 に梯 め

て蓬飃 ゆ.こ とで あ る・ ど う して もそ1しを徹 活 させ な

けnば な らぬ.耐 も.四來 静 る限 η早 く しなけ れば な

らぬ,如 何 に して此 の學 噺 を復 活 す る 二tn<WAaる

か といみ こ とが 其 り脅議 の 罔的 で あ つ たりで あ りま.

ナ.千 九 百 十.八,Fり 夏 か ら{#に か け て轟 が英 國 に同

・?て狼.し た ρ で す が
,印 度 洋 を縄 て地 巾海 を遞 る時

にitF'1ツ の瀬 艇 が蹴 絶 い して脚 寓.Lf

ので糞.≦覃 瞼 であ.も 臟つ てア メ リカを細 て太酉洋

:を渡って行 かなけttば ならぬりであ.りま して,ahが

}
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.横 途 べ 邇 入 り室 す け れ ど も其 の時 り太 西 洋 を 渡1り業

した 鉛 話.を111」モげ て み ま1ナる な らば ガ 地 中 海,E同 襟

り 危險 が あつ たの で あ.ります.そ オしは や ば.り.ド.イ.ツ

の潜 航 艇 が 敏纏 太 酉洋 た 居.り蜜 して 二 昌 一 ヨ ー ケ.附

近 の所 置胃.ドイ ツの 秘密 探f雌 と密 接 な爛 係 を.取つ てi/}

"ま して何 露 の鱈 が 昌ユ 」 ヨー ケ附近 に 來 て 屠 る と

いふ.ζ とを鋤 信 す.るLさ.う7:い ふ 次 箪 で あ りま したか.

ら し'亡.私ゴ蓐昌箭 一 ヨー ク.をtl:ます.母P¥に は 食.1:'#rc.

な危瞼 が あつ た の で あ ります ・ 即 ち幾 日の 何時 に 阿

といふ 飜 オで量1{る,繋 る本 人.も解 らない,さ う して漸

く娼帆 の十 五 分 前1二 な りま=して初 め て 莪 が 鬣 事 舘 を

經 て船 の 鶺葡 の職 を寄 越 した ので あ り窪す ・

勿諭 其 り 前か ら荷 鞠 は瓔 へ て 居 ηま して 準 備 は十 分

繊 來 て居 つ た めで あ り雲 ナ か ら直 ち に渠 つ た ので あ

り雲す..さ う して 夜 が 明 け た頃 に は 島亠 一 ヨ ー クの

港 を離 れ て太 西 洋 に田 て 居 つ た の で あ.り曳ナ..で 此

の周 圍 を見 ま す と フ ラ ンス.へ持 つ て行 くア メ リ.カの

兵隊 を.滿載.し.た珊 が 八 艘,そ れ た 私 兆特 別.な少 歎

の族 客 と さ う して 士 官 が 乘 つ て 居 りま す る 所 の船

が_艘 加5て 九艘 の船 が_っ の 艦 豫 を作 つ て.そ れ

をア メ リカ中 で最 も最 近 に 出來 た所 の巡 洋 艦 七,八

艘,駆 逐 艦 亀 四 艘9稲 合十 艘 餘 りの繰 め て ス ビ

ー ドの:翹い艦 に護 嗇 され て行 つた り で あ りま す 而.も

航 路は 署 通 の時 よ り も遙 か に北 を通 ろ,侮 感 上 には

飛行 頓 が 二 麋.二 盞 一 ヨ「 ク か ら吾 々 を 護 竒 して行

つ たの で あ.り.ます.唯 其 り時 の 飛行 機 の続 「く時 間 と

いふ も.のは 趣 φ て 少 か つ た ので あ り 霍 す か ら,}闘

ま した 日の午 鋒 には 二察 の飛 行 機 ぽ 昌ニ ー ヨ心 クに

引遐 した ので.あ り.ます,で あ り.皇ナ.か ら翌 口は 巡

洋 艦.と願 逐艦 に譲i奮 きれ て行 つた の で あ りま ナ,リ
の

・ヴケプール近.くな ります.と..英國の方か.ら又 ス.ぜrド

の早い艦で迚へて護鬱 し「じ.くれためであ り雲す.吾

々は さういふ特別な旗 をし.たりであ むます.太 西洋.

を渡 る間は夜 も岳奪…も態 き:乙時 も寝 る時も銃 を嘩 さな

い といふ位 た.しそ屠つなので あ ります・段 々行 きま

す とでス トが海Q上 に頭を.出して並んで 贋きt何 で

あ るか といふ と.沈んだ船 の=マス 』であ.る,さ ういふ

特別 な驚 を したのであ ります ・餓程氣持 の.悪略旗で

あつ たゆで.ありまナが,吾.}の 如.くk;,如 何Eき 時

代如何な る國の帝王 と雖 も斯搬 に多数 の巡洋鬆》 瓢

速艦 艢 .伽ζ餌 して其り上飛行機 まで をつれそ行 つ

た人ばないのであ る,吾 々ぱ か りであ るといふ.こと

に非常 に憲 を.強く して居るのであ り.雲す..リ ヴアプ

」ルに唐 いてみます るといふ と剃『物 を麟 む男がみん

』
な招集 されて職地 に行 つて居る・.多麟:の乘零炉タん

.紬 爭 で巡 んで行 つたのであ り.室す
・普汕 な.ら颱

動車 な..リ瑚{励 澤面あ るのであ む耄すが其の.自動
　し.乖が繰めて少搬 で両.も.邂轉手 が戰地5行 くのであ.り

突.す・一番困つためは泊 る撮ボない,倖 方があ り象せ

師 ・ら市民の家 の開い た部 厩 僻 リて+五 昼位り虞

い.間であOtし たが,そ こK六,.七 人の旋客が尠.

玄 し鵜 一流 り.率テルへ 泊 るよ り儀擢思ひ幽が深

.かつた.φであ り奮.ナL.さ;ういふ 他の人 が紹白.ナる.こ

とのfll來.ない`Pう.な珍.ら.しい旅行 を.したの であO

ます・毎れがいうまで も頭 にあ る.りであ りま す・ ・

.ンドン忙着 きま してか ら,.私 共 の會議は十 月であっ

た.と思ひ.ます・各因か ら集 均雲 した数は四十人位 で

あ り霍 した.鈍 り會議は各國の辱」者が如阿.1二國際學.

術 に協力す ることが概來 る.オ・.といふ ととに在つ たの

であti耋.す・ そ4レに對 してアPtリ カの代表が案 を掉.

つて來 たりであ り.ます,ア 茎 リカ.から.五人來 ま した

が,そrp巾 には マサチユーセ ツツのイ.ンスチチユー

トの 駕學科長を して1'}つた!一aン ス.と.いふ人 も居

.り宝 した.其 のナメ リカの持…つて來 た案 といふ のは,

.各隅 に繍 研 党會護 といふ ものを設置す る,そ.し て

そ払を糘合 「して中央に インターナシ.ヨナルな.るも.の

を作ち.5・ ア メ ヅカが其の案 を幽 しま したのは験$

・が始つτ間 もなく,ア メ リ.カは聯合醗國に加 つてゐ

.ないのであ.りま.ナけれ ども盛 んに職爭 に對 ナ る準備

學 術を甚 礎に した所 の研究そオLを.eδ.瓮に此 の.案.を
..t[1した

,.i獨/り職爭 のために貢獄 を致 しま:したのみな

らず職肇績いて學欝 り.ために多大 の貢獣 を したので

.ありまナ・此 のアメ リゆの案即 ち各國 に學 術研翆倉

議.と..いふ もの を殺置 しそオしを綜合 ナ きイン:ターナ.シ

.ヨナ凸ルな も「の を中タeに作 ら.う
,と いS・大盈 其の案 を

承 知致 し軍 して私は非滑 に精構 な案 であ る,是 非.と

.も是は離立 させ.たい,一 面に於 ては各額各 々國内ウ

研究.をし其の研究 を成 べ く続 一す る,一 面に於て

仕 囲際的協 力にカを鞘 ナ,所 が各國の代裂饗め間に

於て興 の隠幹都ボ 色々非難 を受け られたりであ.り霊

.す.職 爭 り露 に多大 の四費 を.費して居.る,其{ρ上に

學 に學 術研 獅 機.を 設立す る.,其 の繕持 に相賞ρ金

を嬰.して1支へ.ら.れ・ない・ 寧 る既投の 畢士院 さうい

ふや舜 糊 鯛 て大嘆 軽 が・… 斯.う.い磁

.卑が相 賞彊 くあ つたのであ りまナ.私 ば非常 に輿'し

や ば.りま して,先 づ第一に告國 が揃つて昂慚研究曾 ・

}
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蔑 を作 る必要 ほ鉦いぢやないか,出 來 る虚はや る し
.璃來 な

い出 「‡や らぬ,.ク對φ棲驕 を作.る,iう いふ風

雄 螺 を:既 て其嘩 尊 が飆 一致で關 した

.のであ りまナ・それが今 臼.の學術研兜會議であ りま

して,其 の績果我 が國 に墨術研究倉蹼 と》・ふ も%$+

出來 たりであ ります・今向私の參 り袁・すのは中央の

友國摩衛研究會議 の總會であ.7#す.是 までは ブラ

7セ ルで囲かれ たのであ む享すが夸囘は生れた場所

.のロンドンで開 ζことにな.n.ました・今度は ドイツ

.からも相霜 な學者 が攀.う.と.思ひます・.此.ゆ學 齋研 究

倉議 り閏來ま.ナるに就い「【前r.fi+.が行 きま した鮎 か

..ら今度憂 非行 つてみた.い.とい』希 戴 を有つ て居うた

φであ ります・.さ5し て我が國に於 き.まllしでは誰 も.
.行き手 がなかつたのであ.り生す・巳む を得ず雲あ15

分 と しては ロ.ソドンには留學 したことポあ り第二 の

数疱 のや うで随つて古い友逹 もあ りfす カ・ら拘更自

分 も行 きた》洗.いふ.ζ.tにrt.り黨 して今囘行 くこと

に.なつ たの.であ りまナ.是 が今囘私が麥刀 窪す る萬

國挙術研究會護 の由來であntナ 。

そこで先刻 申.し雲 した蝕談 の分ですが,.私 鈍 が ロ

シ ド.ンに蔚.き嘆 してか らe一 ヤル ソサ エティ主催 の

禽譲 の囲かれ るまでには相常 の「1薮があ る.其 の前

に麹 陀 侠 國 の耶需ヰ構 を具ない・職爭のために
.英國は新 らしい.軍瓣工業方面 に關す

.る工場が多殿 起

つた.そ こーセ私は英園 の軍書ゴニ場 を見 たい,け れ ども

戦叩L中のこ.とであ ります し.叉 殊に外嗣人に大事 な

穆密 り軍需ユ;場.を見せatい 』噛ことぽ思ひ・もよらぬ.

ポ併.し見 た熔 と思ひま しY,昔 か ら大饗親 しくしで

屠 リ窯した厨 りアーム.ズ卿 といふ化墨 φ老大家,阜

子 さ.んも有名な昂者で ちりま.すが,其 の人 は もう九

十 を.越えて駐}:る.か.と思 び.雲ナi.け れ ど』も.飜界の長老

と して,其 ¢～入 に相談.L'C,髄 分無茶 な希望でナポ

軍需工渠 の親 察 をしたい.といひfし た.・所 が職爭 ρ

轜矧 嚀 省 妙 ふ もの細 來 て勘 中k螺 藥 のデバ

ー トメント.があa.:些 ρ螺薬 の長 を して居 ら轟 る.1・

ム.ソンと擁 く.懇意であっ た.のでそ こで.アー ムスは.ト

ム ソγに雛 ↓ てく#03_.そ 耡 ・ら三四 晦 つて 日

は畳 えて居1り.官せぬがき河 日.り何時 に,午後一時 だつ

た と思 ひ.享ナがゴ其 の倶崇葺で食事 を したいか ら調

.出で下 さい湧.ういふ窟味の手紙 が参 りま した,そ れ

一eよしといふ承諾の返鵬 を霄 いたのであn雲 ナ
,そ.

、nでアームx.と トsソv,t私 の三人 き9一 っのテー

プルで食】露を.七た,食 事の閃は世聞 ρ話ばか リ,.さ.
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うして食事 が経 つて煙草 をふか しなが ら,彼n日:く

」あ なたは軍事工藁 を翩 斎 した晒 と いふのでナが

さうですガ ・さうで ナ・.どうか癩 瞭 .しまナ「斥

オしで眩宜=しうござい.ま;す「 私は是には驚 いた・此の

場合 に君 ふべ き言葉 もなんに.もない.そ れが睿易 く

」nし い77そ して別 の部屋に屠 りま した秘霄官.を呼

んでそ して私 を細介.しまr.L此 の方が軍 砺工業む親

篆 を したい■,そ して案 内 してくれ た・行 ってみ.ます

と技 師ρ人が艮す所 がない,私 は解 らぬ所があ リ.ま

したか ら質岡 を度 々致 しま したが.それ に橘:へられて

ちつ とも隱す所 があntせ ぬ・是には箕 に驚いた一一

書驚 いた ものlid:瓦 斯 の製逾是 が主な るものgも う

『つ職爭 の時 に男子は皆兵購 と し.て壌地 に行つ て居

ります・職工 も全部女,Ijコ ニ場 ゆ職ユ:犀か りで.な

い,市 民は大邸分は女,そ れが毒 瓦斯であ るとか非

常 に危險沸 らる仕宴1ζ女 を使 つたが震に能串が男の

場 合よ.りもよかつ たザそ して怪我人が少いg是 には

箕に敬服 を致 し玄 した」英國人 の太つ腹 と云ひ ます

か實 に敏醸 したのであ ります.今 度参 りfし て其の

需時の秘書官に會 うたらお確 を申.ヒげたいと思ひ 雲

す.

樹ほ もう一つ,是 も餘談であ ロますが,職 爭 中の

ことであ りま して,そ れは先 程串.し.dした通 り男は

みんな職地 に行 つ て居.るので相奮な冢庭 の奥3.ん も

螟 きん も男 の代 りを してゐ る・煙 れ亦 面白い黷です

が,マ ン.チ呂 スターn大 攣 の輪理畢者 に ロンドンで

招かわ て,其 の時 に蟹い たのは,其 り人 のxe.領の嬢

きんであneg.撫 り た所 が女の手でない勞の手で

あ る・両 も勞 働者 の手であ る・ どうしたか と云つ た

らば 自分 は家 か ら毎朝暗い中に.ロ.シドンの中央郵便

冊へ 自賻車に莱つて行 く.きうして巾央郵便局か ら配

建 され う大 きな郵便物 を荷潟寧に積んで共の痕.さん

が手に籔 を持つ て毎 日遐 んで居 る,芙 の{薯に手 が竪

くなつ τ榔,是 「‡→ 腔 すが,さ うい謡湘 伽 家

庭 の細需 も奴 さん も駿撃 のために斯樣に媾 して居 る

署名な事實 であnt.rte,斯 ういふ ことはい うまで

縄 つ ても忘れ・ること..が田來ない,大 塑 どうも詰.らな

い,お 器;.を致 し震 したけ.#Lども.(拍 手)

司會鬢.次 は十六師贈の大 久保少將閣下に南紹ひ

いた しまナ.

大久保少憩 そ.れでに私遑がお喋 り.を.する御 會合

ではない.と承知 を致.しま したが,御 指名があ り.拿.L

たので巳むを緯 ずお話 をナ ることに致 し窪ナ.
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此の度 ほ我 が囘本 に於 き.ま.する所 ρ此 の方面.の櫃威

の方 々が集.まられ ま して.H本 勃理 化學 研究會 をお作.

りにな.りま した」本 「i其り創殺 の維 會 を.お闘 きに.な.

.りま..したことは我 が帝國り將來の爲 に非常 に喜ば.し

き、こ.とと思 曝 す,殊 に私準軍部 に勤め て居 號 ナ

る者は此 り物理化學 を非営1.;大事に考へ て居 り羣す

る.が故に.更に深甚 なる祝意.を表ナ.る次第でござい霍

r一 現 今に於 き重す る各 幽ρ状態は國霧惹蘇 に療準

を置 いz居 りま して昏 々の國家が躍 蓮 をすれば す る

程お互.が共 の摩擦 を大 に.しタ 馬あ るや うな歌聾であ

n京.す.而.し.七嘗 て私共 が歳爭 といふ もの は干戈

を取つ て相爭 ふ もりであ.るといふや.与に考 へ て居;;

窪.した も.りが今や其 り定義 を變 更致 しま して,政 治

な.9,思 想 な.嗹 済 妙 の爭 蠣 始 して國家的 に恰.

も于戈 を執 つて争ふ と同 じや うr:cし つ.丶

あ るρであnま す.而 して現代 に於 き.ましてtaeの

爭 の勝敗 を:支配 します る第r位 に化學 ρカがあ る..と

いふ こ..とを忽は從來 の經 貉が共の方 面 を歩い て,R,J.

ま.する.し特1.ζ惑 じて居5次 第であ ります.而 うして

又其の嗜・で物憂靴 墨矚 ず る部 門 も亦黼1・ あ ると

感 ピで居.nt.す 。是等 の優越 ボ軈 て我 が帝園 ゆ發 雄

をカづけ.bも.のであ.ると.勢、て居るのであ りま?・

両 して又李時.の斯 う云 尋國力め帯以外 に所謂干戈 を

執 つて指 交へる といふや うな時 に常 り雲 しても.此b

化學 り∫力は.非常に.利m<.#Lで 居 ります・両 も此の物

理化単 の部門.も亦fHd1に 利用itて 居 り寧ナ,魂 代

各國 り軍備はお互に逖歩 を致 し霍 して可 な り#ISAよ

づで居.ηます.若 干 の高下はあUま すボ,此 の現代

のお互 の装備:を以 てお互 に相畢ふ といふ.ととは.軸1`}

效果力{そオし程大一セなく.又響銭牲.も相鴬亡に大 きし・と4・`、

ことを覺悟:しなけば.ならぬ ので あ ります・ 弊 の時

科學方面.に於 き.ま.して嘗 て歐洲大 験の初期 に常 う.て

.英國が沙漠.で俾ふ と去ふ て タンクを欝 に蔕一 て屠

り'ましたが'PkJ:に出て寄想天舛の ものとなつた,eu

ち意 彪!の外た.出」るといふご.と.が皀Pち今後{う爭 の最1も

效果min:う して最 も繕牲 を少 くして勝 をX17aflr
.以であ φと考べ.ryaの であ り

.ます.屍 代で1‡最早

各 國り毒瓦斯が此 の羨 の職 に:ばあo程 度 で濟 むで あ

5う か,.否 目下持つ曙 聴 ナ る毒瓦斯 マ.スクでに

もはや.防ぎ得.ない所 ρ新.ら1.しい毒 瓦斯 が翫來るでば

なか.らう か.瑚 逝 考へ て.it'9#.ナaの は乗 の 職 に.

幃霞術:の方fir.;大なる.お力を願i3.なければ な らぬや

ら.な翻還f垣a皀卩ちン{.クテ..リヤ.をば ら..ま.くとN.ミもや1う.な:

、;..とが和 蓄に鰍:.さ れ.て居 るや う.1.こ考へ て居 ります

曇ゆ 場合 に大 吋 靴 學吻 施 の研究 を積んて恥

.ま.しτξとを好みは.豫しま.せぬオ㍉.他か ら彊ひ ら.オし.た.

場合 に自分 り殴オく滅 亡ゴし.な.いや うに防 く.鷁;.我が民.

撫 壌 展ず る爲,壌 きド膀 ったあ隅 ま斯 ラいふ聾悟
コ

が必要か と考 へま す,か ㌧る.が.散に此り.度日本物..

理化學班究會 の設嫡 らオレま.した こ:とは嵐逹磨「騰 に.

一殺晦民.として刄軍部 に勤 めて居 りま≠ る關係に於

費寮 しても其 の露肇 展 塗お願 してや ま卑乗第で ござ

い雲す・..ど.うか皆様 方の御研究 に.よりま し.て,吾 々.

の隙軍 部内 にも似 たや..う.な研究は.して居 り.ますが,

吏に津 画め研究家 の方 々のお集 り.によづでよ り卑上

の研究 をして=戴き玄 しτ我が國家 の發展に養 して戴 .

きたい と思ふ次 第で ございます・.甚だ酷 らない こと

を.申:レま.した爵㍉彦 を以て貰.を塞 ぐ「ことに致.し寮す,

(拍手)

司宙巻 吹 は海 軍 め火藥 廠長91.【【家少將閣下にお.

願 いた..し.言す.

屮家蝿 洵 こ僣越でこぎい滑 が御指名によη

ま..してお話 さ.し.て戴.き霍.す.技 衛者 の 同躍に於 き索

して非常}に登 明考案 とか能寧辮蓮 といふ こと.訴龍.の

醸ばか.,】で な ζ.離か ら咀ぺ られて屑 ります,私 共工.
.業技術者.め中に.はコ:楊り 能率珊 遘.といふ.ことのみ

が工槊 褝 歩 させ るオ・ρ如 くに考へ て居 る所 も々 い

では.ないQで あIJtす ・ 是等 り方法は 勿論工業 を

Xfi歩.きせ る或 は發 展 きせ δ方法であ る.か.も知れ ませ

瞬けれ ξ.ζ是等 は皆淌撞的 な話であ.りま レ・「黄援的

に工業.を.遘展 皀せ る僞}にはや は り發 明考案に よ.る捜

.術魄 海 いふ 酵 以外'二瞻 咳ない婦 ふので ご

ざレ、..ま..す・是等.¢)蓮歩 をさせ る鴛}こ[ま物萎卑イヒ學の研

究に穣た な.ければな らぬ ζとは も.う車.ナ..ま.でもない

;.とであ.りまナ・.御承知 死)遖り日牢 り國は養 源に惠

ま.れで居.b雲.せぬ,是 辱 ρ賓源め不 足を葡ふ瓮にtt

どう.して.も化學く工:業の發屡 に侠 たなければ.ならぬ と

とは勿詭であ.りますが,.殊 に職時 に於.きま.して最 も.

多量 に娶:うものは弾藥攻 蘇燃料 といふ や う壕弗學的
..の材料 が非常 に多.いのであ ります宀 斯 う云ふ耳地 か

ら致 しま 」て私共海踟 唹 舷 して化學工票に携 つ

て居るので ござ.いますが 目下.の口本 の化學工業 の發

展.に.對しては國家 の爲 非常1ご再ば し.(感 じてゐ 乙次

第 でら.Pま す・海軍 に於 き享 して も是等 り化學江:業

ρ逖歩に.蓮れま して新 らしく出來 ま.した.工業 歪精 々

直接間接 に軍寧ユ:業に役立 たき・なげれtfな らぬ.と.y一

.一=_ 、.一._.、`_i自 自L」∈一 己 .ヨ
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ふ こと:に對.しては常. 研々究.して居るのであ ります..

又現在工梁的に成立 しないや.う.な工紊 で も或は資接
'网 接 あ方法 を以

て後助笶励は↓ て居.お積.りであ"從.

來る其 の方針 を韓 つで暦るのであ リ童すしそオしと向

時 に又エ業按術者或はイヒ學 を砺究 ざれ る方 々と直接
コ

剛 瑯 互:に研究 ξしそ貿 か うとい諠・.ことに針 しては

前 が ら考へ て鵬 嫡 であ 聾 す・鋼べば餅 触

が膕 の槐 イ峰 軌 勾 蹴 て郷 ・・な.轄 したが;

私も蹶洲磯爭り初 から殆 ど鋒 まで英國ゑ鰍洲に居 り

ま して其 り事情 を寝…に盟 驗致 しま した・海軍に於 き

ま.しPt是 筋 と蓮簿倦調,1蓮 んでは ナ レー ントラズ

トと.い.ふ所 ま.で逖み.たし哮 いふt2一を?a局1ま有つて屠

らオレる.ことと浜知.し.で居.ります・ さ ういふ窟味に於L

きま レて蝋 刺 七珪峰 研究曾 といふ もの洲 瞭 ま

し顔.と は灘 締 なと とでこぎいま して,此 の頃

或.る一部 ゆ方ρ御意具でに研究する搬酬.を綜 合就 一

ナ6と..いふや.うな意見であ.りますが;幾 ら源山め學

者が一つの郁避に遲入つて居つて も紅 互の逹働{な

けでトば事務的の綜 合では なんに も.ならない・と思 ふり

であ.Vkす ・.今Hめ や..うに物理隼學 を研究せ ら4・6

各働S一 堂 に綴 卑 なつて而 棋 の學界0趣 旨に

藁 い.て仕事 をされ ぎといふ 二とが非膏 に窟發 ある こ

とと思4・のでござい まナ.先 程堀場先 生φお諦にご

.ざい ま した,ハ ーパ 尸悔士 の9Fに 私等 も或 る闘保で

艇ersuく 賄 を褂 裳:し:たが,#・ の時t二其伽t・h.ど

なたであ.りま したか忘凄しま した.が,ハ ーバー博 」:に

日本 に於 て靺 化皐工栗 が遒歩 す るか.どうかといふ

ことを.質問さ電レた.こ、と.が.ござい.ます・..手絶の時 にバー

〆 一博 士 はそ竃.しに答5て 」1.1本1ζ於 ては化昂工業は

蓮歩.し章い.と思ふ ξ牢 きれ ま した・.其の瑰 山は どう

か といへば 日本 に毎 ては凱 獅{發 建 しない・餓工

繋 が花で あ.り化町 藁野宣であ うか ら嫌工粟 が褒逹

しな け.れば 肖.分は.恐ら.く.化薬工 業は邁歩.しな》・だ ら

うと》.」ふ=ことを智にれた.のであ・りまナ..ハ ーバー1尊.

士 が今一 度生 きかへ.ら.オして1=1本を轡 覽にな りま した

ならば恐 くは認践 をかへ られ て化學工粱 が蓮歩 しな

け掴ギ主獅 畷 逵しないといふこと締 へられると

思 ひ.ます・斯 うし.た意味か ら今 日新 ら.しく口本物理
の

化楽碗究會が闘來た三とを洵に心,・.ら磨賀致す次第

であラ言.ナ・(拍手)

司髄 次は京纏 鰍 弐鰍 り鰍 石川さんに
3噸 研ゑしtす・
.着,霍匠 潜越であ倣 ナが

,阜 界ゐ最筒擢威大先
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望 の韓羅星の如 く居並ぶ中で御指名戴 きま して恐縮

銭.し窪す・今 即 ま.FI本駒理化畢班究會の創立税賀會

であ ります蹄 此の伽 こお招.きを 頂 きま レて洵.rsilt

.榮に存 じて居6 .次第であ り..ま.して此 の會ρ釜 々御發

展せ られん事 を所 る次第であ ります・先程か ら色々

お話があ り.F.Lた 如 く吾が.囘奉で近頃非常時 といふ

言葉が盛 ん.に使は.扎て1`,7ま ナが,就 巾最近は最 も

非常時 のや うr_.q!はオします.興.の 殻 近の肌券歩 らみ

雲ナ るとい.ふと私典素人セ廨 りませぬが,..國防 と云

ふ阿題 は最 も窒翼 な る一つ と痛惑致 して居..りまナ.

所 で此 ρ國防に就 て私共が多少鯏係 してb.a技 術の

方面か ら見 ます ると,爆 發 であ るとか燃焼であ ると

か云ふ所黻 齢 嬰崇 を賓 つて購,扛 講の充實 と云

ふ ことに對 して力を入れ るζとが最苡婆 な喫緊事で

あ る・ 乂事箕技術工藁 の進歩 より外に ない,所 で技

術工業 は麸 まで樫窟槙倣の工業であ りま.した.が今や

一人立 ち1.こな.らざ るを得 ないのであ りま して
,.3くな

りかけて來 たのであ りますが,學 ㈲的研究に基礎が

なければ恰.も砂上の棲閥りや うであ りま して之では

技 斎の確立.を得 られ ないりぢや ないか といふ ことが

考へ らオ.レ.ます.又 細涛的に見て も犬然費源 は怪 めて

貧弱であ.t)玄す,人imの 能 力によ りま して所謂人 的

賢源 によ り霍.してaptを作 り出す よ り仕方が ない,所

謂 無 より有 を生ず る・此 のカは眠.Ldtき.ず畢術の研

究にあ る.・.我 が 【体 の生 きう途1よ實に5吟 は級術的

究 とい.5隔ことに よるよ りp_ur.二途は なか らう.と信す「δ

研 のであ り.ます此の時に欝 り此 の京都に於 きま して

FI本物理化學研 究會が生h.ま.して堀鵜 博士 を有 ちま

した ことは 我が京都大學 の.名謇で もあ り 此 り京聴;

市の光榮で もあ る,市1tと.し て感謝1.二堪べぬ のであ

nま ナ7洵 た此の扣序曾f畫iま.タ.イム リー ヒツト であ

ると俗 ヂるのであ ります・.今後 盆 々成 果を牧 めて我

ボ圓 のみ な.らず世 界に琳 せ.らnん ことを希 望二して

止 まない柔箏であ.ります・洵.にζだ らn'と を申 し

ま したが,之 を以てお覗ひ φ言秦 とナ る次 第であ"

皇す.(拍 手)

司倉費 次 は聊 嫡 工鱗 所鱗 森rlさ ん

森 口氏.お 器 を色 々承 うで.居り雲 して惑慨 無量で

あ り震すゼ私 は職爭 の演み:雲してか ら後で ヨー 卩ッ

パに套 り霍 して大験 後の滲況 を審 さに見 て夛 り雲 し

た・で人類晦 爭 す る程麟 蝸 購 ζと1諺.at

い といふ こ≒を労 ～て露づ.たのであ り雲す,そ .れか

ら次 に千九官三十 二:年に再び ヨー ロッパへ套 り玄 し

め
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たボ其 の哮 の形努 は非常 に墾 つてneつ た吟で あ りま.

して もう一度験爭が起 るであ.ら:うといふ鷺感 を擴 く

感 じたのであ ります.前 の時に.私は まだ革 命後 の ソ.

ヴ ィエツ1・を見 ることがni來 ませ んで した・吹 に夛

り.ま.した時1.こは ソヴイ呂ツ ト.を見 ることが斑來 たの

であ 號 ナ・著 々は只今御緲 トに縦成 り玄 したや う

に商工會譲 卵 ζ動めて居 り.まナ 碾 や`■暁 會科畢

的に物 を見.る榔 があ9皇 す・融會科畢 的P:見 ます と

いふ と霄辱 の見まナ る礁 象は三十年 に一一遍か或は五

十年に一珊か換めて僅 かの機會 しか輿へ らa,.aい の

であ ります.始 鯵買駿 をおや.りにな ろことが出來 ゐ

自蒸科畢 り方颪り方kに 封 しては吾 々は羨望 に堪 へ

ないのであ り玄ナ.丁 度 ナボ.レオ ンが7ラ ンsをu.

一致 し家.してか ら更に ウ#一 タ.一ローで收オしま して

千 八百十五年 に一通nヨ ー ロ.ツパが,;づ き玄 してか

ら世界戦駐り鯵 る玄での間が約一 世紀であ リ耄ナ・

其 り開 色ん な意味 に於 きま して同 じや うな.ことを人

剛ifiぴ 繰返.して居 るや うに私建り眼にitsつ て居

り.ますp先 年 ソヴ{s^Jト に参:nfし た時に ソヴ イ

ヱツ トの畢 者が」Pつて居 ります所 も,費 本 聿義.と稱

せ.ら}Lてlr1)ま す る吾 々り.やつてA<9玄 ナ る所 も非
.雷

に共涵默 のあ δことを嗤 く憊 じたのであ ります・

で,其 のAEIこ痛感致 しま したのは蓼k愈科學』の將5には

自.淋 臼駆」と同 じや うに一つの もりになつて行 くでは

ないか と思ふりであ ります.是 も同 じ・Pうな薺迎 の

學問的0)基 踏に糞展 して行 くでは ないか と思ふ ので

あnま ナ・私は斯 ういふ墨 會が生W#し て此 の學 含

kよ つてf'1々り.インヴ禺 ン・シ ヨンが行は4しる,そ オし

が人類 に及 ぼ して来 る所り影響は置 し思ひ雫ばに過

ぎ.るbhが あ らうと考へて居.るのであ り.ます・是 ま

では職爭が:薪鳶なる武器.を作.リ,新 たな る武器が職

爭 を作nそ オ』を.褄返 して參 っ たのであ り.雲す・iii

末だ その時代は績い て屠 る.かの如 《考へ られ ます,

斯樣 な雁輿 を人間は繰遒すの セあ ります.併 し乍 ら

人商が憂までの生 活 に於:き玄 .して職 爭に替 は る方法

を套 明 して居 ります.そ オしは授:慕により.3.して決毘
0す る方 法であ

.り.ま.す・ 甲乙意 見 を決定ナL.こ とが出

來な い場合に投票に よつて7htiナ るとレ手方法.を.人.

.姦あ インヴ昌ンションnCpl.ヒ有つ て居 るあ.であ りま

す.是 は甦禽科 學に於 きま して は非常 に蓴い一つの

7發見であ1,.ま.ナが,恐 くはヂ私 不幸 に し喜 して自@R

科學 の方両の狂逹が どの程度 に辿 歩勲 して居 り玄す

るホ,甚 だ殘念 なが ら十分に存 じない のであ り婁ナ

_4'

■ 二・鹽、.一...、
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.廼㍉.鐸}來1韋恐 く重ヒ餌 斗躍㌧.薗葬膵蕁斗蕁」とい』、ものオζ一盃

つに.なり爾者が合致 し雲.して一 つの理理 を以て蓮 も

.岬うな副ヒ舎が蓮設せ らオレ
,a時 機が卒bfら うと.慝づゴ

て居 ります.そ}i.;一Cf3恐.ら く凡ゆb人 聞 の努力ポ

拂はれ ることと存 じ霍ナ..此 の學曾は其 の謎に於け'
.
る繝 に重要 な る買獣:3る 曾.と.存しま して今鋒

.の發 展.を新 ウ.まして御偶詞に代へ る.乗第であ ります.

(拍手)

司會青 では次 に堺化學工 乘は式會杜の田巾 さん

にお厭ひい.た.します・

田申氏 私御指 呂を受 け.掌.したが皆 さんの前で物.

瑠化串方面 のお諸 をナるには少 し時代後れ の人閥で

ござい 蟹甥 ら出癰 せ.塙 少 し股線.嫌 しまナ♪

らお許 を願ひ ま してp.此 處に御本人が居 られ まナリ

に.私が 串上げては装だ恐 入 るのでござい 裳ナが,今.

囘り此 の拘理化畢珊 究會に大 きな御寄緲 をなさつた

藤非 さん.のお話 を さして戴 きたい と存.じま.す,私 は

此 の功 成 り名遲 げて さう して今 腮 ふ通 りの御生靖

をなすつ てゐ らつ しや る此 の薮井 さんの6#で の御

奮 鬨史 を却つて矯 る方 り中で私は其 り一人であ ると

%.i・ことを申上げ たい め.でございまナが,藤 井 さん.層

は御承知で もこぎい韲すぷ,高 峰博士の會第でい.ら

つ しや い耄.ナ・併 し匯井 さんが今・1.1のヌ茂功.をなさつ

た といふ ことにaxて 商峯 博」:から何か梅 貿的り御擾

助 があつ たといふ風 にお聞 きの'方があ るか も知れ.ま

せぬが,左 様 でない といふ ことを私は琳 人か ら承.

は.り又本 欝に藤井 さん御 自Eli,失 禮でご.ざいまナ

が,傑 一貫ム ら1`fly御 成功 をせ.られ た其あ御縄 瞼

.を私は よ く存 じてbahで あ ります
,確 か藤井 さん

が藤井褻藥魯耻 といふ もの.をお持へになつた乏》は明

油二十五 六:lstpかと存 じ.ますカ{1丁 度其刎 紛 に私

も小 さな熨薬所L_#,ん=rx..り.fし た・嵐 と.高峰博士

も交際 を顧つ た・ 其り時か ら醸 井 さんに御厚情 を履.

ひ乂或.る時は手 を撮 り或 る時は喧嘩 も.致.しましたり

で よく存.廿で屠 りますカも 藤 弁 さんが確か製藁所.を

や捲へ になつ た時煎 ク ロ」・酸加皿の製造 を創め ら糾

t_t.SS1ひま.ナ.之 を口本 に於 て劔め ら.mar.のは確 に

X91ｰ3..んだ.つた と思ζみます」そ3Lが 明治二十五六年

か或 は ち.よつ と前であつ.たか吾 々一股製薬 工乘nm

で も一引嘩 し畔 思 つて居つた事であ 聴 ナ そ起

.から幾多 ρ=苓藁藥品に手 を着け られて,甚 だタ邑極でL

ござ帆 ま・すが 最 初或 る 時にはニ,三 人助手 を38使三

になつて御 自身オ:職工 の二お 三倍 も働4・て居 らオLゐ

i

幽

1

1

噂
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1

1

L

,
,

ー

ー

.l

I
「
8

-
1

、

、

.

9

.

,
匡

1

.

iss

`"弔 周 鳳 「鞠 μL'

附

と.レ丶轟～.こと もよ1.(.知?t居 り..ま.す,さ うい 』噛奮 鬪 を.

な す つ.て さ う して工 業 吊:φ藥 畠 を拵 へ,そ れ か ら段

・々 御 歳功 に な つ て洵 に 準坦 な遺 をお歩 きに なつ たや

.
うk=,e'は オし.る⇒L.も知 オL.ま.雪≧彑 オζ却 々 さうで ない ので

7YL'て ・一 つり奮融 塑 る.ことが星瞭 よう.と.

羅 ひま:す 其 り律段 々撫威功に なn .膿井イヒ學工業 の

二亡場r一そオし〕5・ら東京硫酸會劃ヒ⑳弓く撹門匠締1殳にならオ≒
.又餅

セ・酵 の大きな‡擁 齢 堤・宝した・さ.う

.唇 鋒に囎 殯 緯 げT,ｰfe7Dtの 日粕 靴 學
軒 究會 に多大 な御寄附 をかナつた・買 に此 り醸井 ミ.

ん.り御一生li一 つの奮認史であ り一rつ.り化學エ業藥

品 曝 卑 駆 テ ーヂを飾 るξと.も.lp來dか と思 臓

す「称 雄 處 に恥 ん方春 掬;富 坤 方櫛1途伽多幸

.ρ方りゐ らつ.陣 る9
.ξ1を匈 覓鄭 致 しま.すが・悪

井 さ:んρ獅一生崕 を輿証境.な,き一L`と が,義 務 と.存
.
L'i.して脱線 したお話.をさ.して戴.きま したのであ.り

まナ6(拍 手)

司會者.次 は大阪毎 日新 開吐京祁支局侵 の{i井 さ.

ん.にお孱〔ひ し享す9

..岩紙:本 日.は我が全弊 殉 卑牝鯉 の激 の

左夕ρ御 列席の64i1:に超招.き.に:m.り皇 したことは私

わ華 も光革 とナ る所で こぎいま.ずb又 御指 名戴 き寧
吐

Lf_.ζ とは多 少名譽に考 へ芋す乗第であ ります・大

肇豊此 ρ日本 とい.5、や うな名前 ρつ き韲ナ畢 倉 といr39

も.のはやは 塑學1町の中火彦莨擢 と申.しますか東京 に於

てのみ融 さオ・砂 でφ 辱 して,未 だrrて 京都で

斯 ういふ大 きい.1149bi4化 學研 究會 と.いふ や うな學

會携績薩 さオし.たこξ罐耳 に教 さないのであ..ゆます・

此 の意昧 に於 き雲.しで恐.く..京都 に於い てii:Mと 大 き

鉛 名.9ワ冠….した學 會は.是=が初 めてり紹成だ ξ儒 しま し.

て本會 η設立 は曳心慶賀 に堪昏 ない次第であ ります・

.私新聞譴考 を
.致して.居.:り忘 ナが 新鬩 か仕群は 勿論

日.!を電k會に起 りました.出冴ミ彗5.を報 道す るといふ こと.

曝 噺 ゆ 稗 嘩 蓼 剤 まする`ナ綻 も期
.比事η

ll8に吊 皆と,そ.し て俗人t巾 しまナ るか 一般

世P,1a申 し韲ナ うか,そ ρ 『3に.立つて墨 者ρ研究.さ

劃 た・こ.とを最.樋 翻 こ一離属衆に,一 股ll醐 に簿へ

る.ととも亦将陽紀者n.一 つn大 きな仕霧で ないか と

私1蹄 へ そ槐 .專ら心ボげたい と思 ひfし て新聴

者紅 な0た や.ラ:Yl'YC.第であ.9#す ・ 不wに して租無.
.串であ.…り哮 に忠 と違 ひま.して折角諸先生.方か ら.承う

.奪厨 を†分に驫 表lit+・なかr陵 堕・或ぱ銅 弗 大

.f'書y..た!り.酷い時 には事賓.を間逾へT報 滋.レた りし

_.._一 」

＼ 躙 嘱 懸
。_.1_、1447))

錬
.

VoLX7

て先生方か らお叱n'を 肇け為こと もないではあ.圦ま.

せ ぬ,麸 は価愧 に堪昏ないりであ りまナけ.葬ども是 .

は執共Fの芯ナ所 がそh程 猛烈であつたのであn室 し

て共 の點 をお酌畢下 ミい重 して今 まで犯 しま.した一.

種Z》罪惠 を此 の際御 勘鰐穎ひ たい と此 の轡倉.を以.ち

玄 して繍 ひ致 し鮒 ・ そんな灘 で こぎ・・.玄すの

で私共は川來 るだけ先生方 を悪 くIIIせば利 用致 し.た

いと思 つてiSaの であ ります・か るが故に此 め穫堀

場先生の御鼓越で藤 路先生 り御寄附御希望に よリ摩

して斯 う.いふ結擁 な學 會が出來ます る査こ韓 き霍 して,

.凝塲先生 か らお手談.を蠶 きま した是は世間に吹薨す

.べきことだ とfiil'#し て早遖堀毓 生 のさ起て居 る

ことを新階 己事に欝 き.糺 た所 が先生r1煙 畔 炉

下3い ま.して公闘 の席上で も私 もま.あ新聞 に宜傳 レ

て くれた.と.いふお禮.りや うな こと.をお洩 し下さ:れた

'Pう に承 つ て屠 りまナ又今 日斯 うしてお沼 きを戴 き

fし た ことも恐 らく新 団に書 きま したことに よつて

お招 きを銀 いた と思 つて層 ります(笑 撃)そ ん な課.

で.ございまナので ど うぞ先生方 も私暹 を御利用願ひ

たい,新 聞 といふ も.ρをもう.少し御和用願ひ たい と

いふ こと.をお願 して置.iま ナ.京 都.の$i/1の名前 は

ちよつ と忘 払ま し毒が小4F%4'十':んがおゐ.で`9な.り

僻護i士り川 ヒさんがおゐでにな リ斯 ういふ方 々が先

{tお話 をして居 らri:し たが・堀場 先生は誰遜 き.1し

て遺慮i'X!くどうもはつ き り言 つて裁 けない.斯 う.い

ふ お話 どん な二とか存 じませ んが恐 らくもう少.し寄

附.を.して くれ といふ ことをはっきn仰 しやっ て戴け

ない こと だ らうと.私は察 ナ るのでiあ りま.すが くa

らあた りρ 巡暫prt.何とか してさういふい.㌧二..と.、舞
.捕…+r+CAS.に封 して助力 を したいと うようよ して膣}.る

人であ りまナ,ど うぞ侮遠 慮な く先程のお.詣の中に.

百萬圓 あ孝しば どうや らg斯うや ら置翼來 る とい.ぶお詣

があつた とそ遭レは只今・小野 きんか ら承つたのであ り

ますがP.僧と計は言は虹 百萬圃.,ど う.ぞ此J)30心 恃で

匐 遽慰 な.く杵 さんに何せ っけ られて讐 さ.ん.御寄附下

さオ・1晦 々此の囎 醸 逶 して行 く二Lfiikし 嘸

ないのであ ります'私 は.斯ういふ隷柄から して日本

鞠理 化學 班究會0.匐 立1二n敬 窟 を表 して,そ れ

と同時に八+歳 の蜘老ξ睦 お携げになつて逵 く日本

學 會の毘に萬里 の渡湾.をお越えになつてヨー ・.ヅパ

に御μ1張にな らせ らうう襖 井先生 に針 しま レて」路

り御亭安 を所 ること.は.勿諭レ日.本り.物理.1ヒ學 界り發

蓬 其の.も.のの4う な先生 が世界 の母 曾か席上た街 塰

一一
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を お 幽 しに な.る ことだ け.で もH本 學 會 の光 輝 と.いぷ

もり が世 界 に光 り輝 く もので あ るとい ふ こ と をLTG.

し.て疑 は ない め.であ り.霊.す,ど うぞ御 老盤.奪 伽 ‡ら.

ぜ 給 うて御 健 康で お麻 り 【.1.を吾 々は お待 ち ゆ してf}

IlSす 吹 第 で あ りま ナ・ 甚 だ 卒 爾 な こ と を印 し宝.し

て翻濟 み ませ ぬ.(拍 手)

司 曾 著 自分 が或 る席.」;で串 しま した が大 變 心 嚥

が 弱.くなつ て 居 ります め.でほ ん の百 萬 團 で よろ しい

ニーyc以hli".'ｰ;ひ 耄せ ぬ..、ど うS'xう しく・(拍 手)

次 に松1坩 県士

極 山氏 先 づ今 日 口本 物 理 化 學研 究會 が成 立 ち ま

した其 り最 も.恩人 で あ る藤 ・ル先 酸,櫻 井 先 屯 に 劉.し

京 して私 共 堀 楊 君 の 同 僚 と して厚 く御 醗 をllI上it

す次 箪 で あ 町ます,き う.して 此 め 會 が釜 々費 展 して

行 くrPう1.こ,さ う して併せ て百禹 圓 の費 金 を直 ち1.こ

得 られ るや うに堀場 君φ厩 に 薗途 を祀 編 す る次 算 で

あ りま す.

今 か ら大 分 前 に 私 は 瀧洲 に 參 り玄 した機.會 に或 る

工 業 の専 門 り大 學 に 參ll..ま して 私 り致 し て居 る仕7i

り こ とに.つい 口が 辷 り霊 した.私 のや つ て 屠1壕 す

.こ と.は一 面 金 踏 に縁 の邇 い こ とであ りま して却kki

萬 圓 をお 出 し下 さい と巾 しま して も私 のrr.の ため

に お雌 し下 さ る方 は 到 底 な い.斯 う.e.ふ ので あ.り ま

† が,.又 一 面 に は さ ういふ 學 問 が 口本 の瓮 に 必 要 で

あ る とい ふ こ と を少 し法 螺 を吹 い た譯 で あ ります.

其 の時.色kの こ と を串上 げ ま したnに 私 は大{澄 此 め

H本 の 霧 に な る といふ 慧 昧 はせ まい 意 味 に も贋 い意

味 に もucaLる の で あ るが,直 接 に甥 に な る こ と を研

ALT之 を 輝 め て行 く といふ こ とは 勿論 必 要 で あ

a, .と 同agr$r_2る か.な らぬ か 解 らゆ け れ ど も學

問 莫 の もの を遘 め て行 くと いふ こ とが 又 一面 に は 必

嬰 であ る,今 それ をや つ た な らば 斯 ういふ 役 に 立 つ

といふ や うな 學 肉 は 實 即.に は な るが 先 が.姻 して居.

る・ 何 オ咄 來 るか解 ら戯 も のか ら將 來 飛 ん で.もな."

大 きい こ とが 出 楽 て來 るの で.あ ります..今 黨 で り

多 くの・もの の.初 を考 へ ます.る とuｻ上 つ てみ#Nif&

程 と言 ひ.ます けれ ど も其 の.本 を考 へ れ ば,例 へ ば冠

氣 り褒 見 猫 時 り こと と今:Hの 電氣 事 桑 といふ もの.と

比較 して思 ひna二 とが あ..るべ きで あ る といふ や う

.な.二と..を申 し該 して,私 共 が理 學 部 に 在 っ て純 瞥 り.

縮 鶴 て 居 る といふ こ.と蹴 てち よつ と1肱 げ た

.のであ り茸ナ
・ それ が演 み 鬣 ナ とい ふ と典 の席 に 凝

こら.葬ま.し牽 吾 抽ρ大 先 躍.の方 が私 り 肩 を叩 い て.L君

.はど.うも瞳病 の樣だ が大 きな法螺 を吹 い.た3i,先 が

.k97iてゐ ると云つ て「,.と言 づてひやかされ ま.した今

iii.卑 ちま した所 の.凵フド物理 此學研究會 に於 き雲.し

ては私の諒 解致 しま.する所 によ りまナオしば恐 く勿論

r`.ちに役 に立 つ跨來國家 の嬬に斯 くすわぱ斯 く駈 く

/flzな す とい尋 こと..も御注意に なるであ りませう

.が,同 時 に此 の基本 にな る所 の物理化學 の根抵 に就

て御 研究 をお遨めにな りま して將來其 の中からSri

..@iひもよらない も.りが出て來 るといふ ことを期待致

し霍 して,是 は先程お話の中に」人物 を中心にす る■

といふや.うなお話水 あ りtし たや うに,堀 場君 を中
.心

に しま して、iう.》・ふや うなA見 え てfkる 二.とが

具胆 的にな ると同時 に一居今 日弼1期も丗來ないや う…

な大 きな る貢獣 をxtの 中に私は期待致 し2み たい の

であ り盲す.先ra大 久保少將閣下が今 日め毒 ガスで

も或 は タンクで も思ひ もよらぬや うなものが柔 の職

7rに は出て來 るか も.知1れない といふお話が塒ま した

が,其 の鰍 を職爭 といふ ことでな しに學問 の上1.こ
.持つて來 雲 しさ.う

いふ方 に發腱の途が開けて行 く`噂

とを私 り立陽 と して希望 してoま ない次第であ りま.

す..蕪 辭 であ りま したが之 を以 て私のお程 の盆葉 に

代へ る次第であ ります.(拍 手)

司盒者 次 は邁 々r灣 か ら見34し た松野 さん に

お願 ひい た し玄す・

松野氏 私が盗灣 か:ら來 なか つた ら恐 らく御指名.

がなかつ たと思ひまナ,態 々違方か ら來.たといふの

で御指名があ つたと思ひ まナが實 は私喜 んで參 りま.

し為 大愛 邊即 な與にZし て,此 め度H本 物理

イ匕學研究含 とし㌧部ものオ{碧蜜成せ.ら竃しるこ.と'二なnま

して,耗 の會に列 ら.して戴 き專凹 の諸先 生方にお目

にかLリ.・ 叉私共の鯛 財 る脚 弔擾井先 生が ・一・.

ツパへおロiでに なζ途次 糾1に カ・Lる ことの出楽 る

機會 をお輿へ下4い 霊 した ごとを宥難 く感謝致 し事

ナ.

.所で.色々皆 さん方 か「ら非常 に有盆 なお話 を.お聴 き

琢 し繁 して私0如 き弱饗が璃に申上 げ る事 は ないの.

であ りますが…・… 日本物理化學界の大御所であつ

肉叔池 田餌士 ぷ常 に仰 せ られ た所の,是 は東京帝大

理學部 の雜舞 に鮫島博士がL池1.【1先生 の思出■と題 し

池 田先 生の醇唱せ ら糾 た論請の何に」辱…両木思則罔卩

思而不學則殆「があ.リ.ます・渚 は古今 ナこ通 ず るよい

」お胃葉
.と思ひ ます.池 冊先生の遐屠φ御覗 が東京上,

努 め繍 で催i{Lた とき先 生の日 く.L科 大季(今

・.帰、幽 』歯幽 齠 幽幽幽噛 幽噛臨L』_、 一
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日.の帝大理學 部)の 教 職にある もの[よ金庸 を箪一義

にす る研究には出來 るだけX13ら 』ないで戴.き度 い,

私は親が貧乏 した.もの故過 つて金儲 に手 をNiしILET

の素丁の發 明者 な.どq吐 間 にちやほや云は.れるのFt

心苦 しく.思ふ℃と.
.

堀糊 士 は馳 漁 私 鱒 敬 しそゐ る吊 者 であ1,

雲 す オ鱒 士 の研 究 態度xの 他 の御 穣 子 を拜 見 い た し

て 居 ります と池 山先 生n御 考 へ そ め.Jを.如 賞 に賞

行 髄 妹 激 悪 が 致 曝 す 洪 の 上劇 ト先 蟄 の援

助 あ り.日本 物 理化 學研 究會 の 」豸に百 萬 圓 位基 金 が欲

しい と.の御 賓葉 で.あ るが,之 は恐 ら(近 い將 卒 に必

ず 貧 現 す.aも ゆ と.儒 じ雲.す・+納 三前 ・ ン ドンで堀

場.さ ん1.こお 臼に か エ リ ロ ン ドン大 學 の 昌 昌ヴ ァ シ テ

ィ,コ レツヂ リ理 論 化 學 教 室 に其後 三 ケ年 親 し く揃

導 を受 け.た先 生 か ら其教 室 の研 究報 告 を年 々鍛 囘逞1

っ て戴 い て.屠り.ます の でp其 の 中 に吹 り様 な歡:訓が

あ り霊 す,今 鴟懸 吾 々.dり もお…蹄 ・方 も澤 山御 曇lUこ

な り掌.す散 綯 話 し激 し玄ナ.

F男 子 四十 歳 位 に.して化 學工 業 に携 は る者 が會 靴 り

重 役 とか技 醐長 とカ}研究所 の所長 とか に な るの は勿

.譲蓮.もあ るこ とな が ら所 謂 風 世 の要 諦 は次 ぎ の六 ケ

條 に 在 ζ様 で あ る「

OrdinanceofIndustrialChemistry

(1)Keepphysicallylit.

('一).1:eepint61星ectu』αly.fil,byreadingpuresLence・

(3)7{eepimaginativelyfiqbyreadinggoodli-

teratuxgfanimaginativecharacters,

(i)Don'tstopthinking.

(5)Don'tstopimagining.

(G)Cnlti.atepleasantandagmeablemanner.

私 共 の牲 理 化學 め先 生 が 識 され る齦 に洋 の東 西
.を.町は

.ず全 く同一 で あ ウま す ・ こ.の事 も阿處 か で放

逞 しよ うと.思ふ て 暦 難 したが斯 くの如 き良 い場 所

で其 機 會 を奥 へ て 下 さいま.した堀 揚 博 士 に感 謝 致 し

ま す・ 皆 灘 …峰致 しま.した ・(拍 手)

.司倉 奢 色.々 とお話 を永 りた い と恵 ひ 玄す が も う

.兇副九 時近(な りま し_,.最 後 に第 三 高等 學 校長h

森こ先 生 に お願 ひ い た し憲ナ ・

纛 氏 私 は堀場 博 士 か.ら.御案 内.を.裁きま して,堀

塲 歡授 が三 高 に居 られ た.とい ふ關 係 上,乂 昨 日午煎

中掘齣 雑 の御蝉 があ謄 晒 そ例u三 入蠍

5子 が出てゐた事等思ひ合せ'ζ貧に欣快に雛え冷訳

第でありまナ・扨て私の霄はんと.する所は殆んど皆

さみが諏 擬 のであ殊 ナが・唯一づ囀 紳 し

よげまナと,先程總倉の灘 眺 松井絃長ρ.言1鋳舞.

451.ご レ今i」本は遙 ん.でゐ るや うに見 えるけfLど も,

是 は.遨んで居 るや うであつ て基礎的學問に於 て倖ま

疋端緒 に も充分行 つてゐない さ うであコます・ ノ.一

ペル貧は大體各 國の學 術の進歩 を示す もので あ り主

すpイ ツが二十囘 を超《丼の他.イギ..リス,米 國 と行

っ て,乗洋に於 てはF体 は ゼロであ り玄す.印度 に も

あ 賑 ナ 此 の毀 に於 ては 口本は印度'こ.も劣つ一cpi

リます。是 は大髏一.國の誇 を示ナ ものなら.ばR%1-iは

決 して安 心は出來 ない,酉 洋人は どう見 る.か,rig

はm似 をす るけオしども.何も11tｧ,'に貢獣 してゐな.いで

は ないか といふ,さ うします ならば此 の機會 に於.き.

ま して口本物理化禦」研 究會 といふ ものが餌來 ま した

ことは,鳧 は最前理學部長 が嘗ぼjLる や うに餘 り應

mと かいふや うなこと1.こ重 きを股 きます といふ と基

礎的研究がlll來ない・理 論的研究ばかnに 淹 オしば.應

瓣…オζ跨{封∈なし.㍉露オ{堀場f嘩士`よ兩刀使 だと,思ひます・

一面に於 て基礎n,御 研究に な り又一而n的 に才能

があ り近來稀 に見 る勝 れた學者であ ると敬 服にたへ

ない のであ ります.ど うか此の會が+分 に繁 犖 しま

して其 の使 命 を果 さオしんことを希望 してや 霍ないh

第であ り雲す.私 は堀場先 生以外に同窓 の御 卒業 の

方 々がゐ ら.}Lし て非「准に嬉 しく又誇 を愍.ずる次第

であ り蜜す.さ うして特に私に今晩 り出席.をお許 し

下 さい ま した こと1ま櫻井先∫kが私 が大學に參 りま し

た需時の理 化學 の主任であ りま して其 の雷 時は物理

化景 といふ ものはござい雲せんで したが さ ういふ.愚

な鏡義があ りま して,非 営に私の慇慨深い もρは櫻

井先生 は 欧 つて默 々と して おや りになつて 居sty.・

た,夫 に も拘 らデ日本 の基礎 を固 め日本め學術 を逖

め て所 謂廣い章 球 に於 て園の爲に火いに貢獻せ られ

て居 たζと.を痛惑 して非常に奥廉 しく感 じて居 る次

第であ りまナ.現 在の世 に 基 礎的り畢問 と.いふや
9うなことは餘穏困難 と思ひますが互に落ちうきま し

て,さ うして窟用 も必要であ りますカξ,や.はり基礎

的の研 究に於 て糞展.をしま して吸洲賭國に勝 を制ナ

るや うな時代の來 た らんζと.を希蒙 して已まない次

第であ ります.之 を以 て私の話 を鋒 リます.1拍 手)

六崋理事 先刻來 から色 々お訟 を承.りま[てた.抵 少

し諸君のお頭を体 ま:す爲 に物理化學教 室り方で歌が

幽來て居.りまナ リで,若 い方 が來 で居 りますゴ・ら1

一つ皆 さんに脚聽かせ..を歎 しま・す」

(.合a;)

(寓趨 三唱)

閉倉午後九時..(丈 責記者)
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